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第 １ 章   新 座 市 教 育 大 綱 の 策 定 に つ い て  

 

１  策 定 の 趣 旨  

  地 方 教 育 行 政 の 組 織 及 び 運 営 に 関 す る 法 律 が 改 正 さ れ 、 平 成 ２ ７ 年

４ 月 か ら 施 行 さ れ ま し た 。  

  こ の 法 律 に お い て 、 教 育 大 綱 は 、 教 育 、 生 涯 学 習 、 生 涯 ス ポ ー ツ 、

学 術 及 び 文 化 の 振 興 に 関 す る 総 合 的 な 施 策 の 方 針 に つ い て 、 首 長 と 教

育 委 員 会 で 構 成 す る 総 合 教 育 会 議 に お け る 十 分 な 協 議 ・ 調 整 を 経 て 、

首 長 が 策 定 す る も の と さ れ て い ま す 。  

  新 座 市 教 育 大 綱（ 以 下「 大 綱 」と い う 。）は 、こ の よ う な 法 律 の 趣 旨

を 踏 ま え る と と も に 、 市 政 運 営 の 最 上 位 計 画 で あ る 第 ４ 次 新 座 市 基 本

構 想 総 合 振 興 計 画 （ 以 下「 基 本 構 想 」と い う 。）の 「 第 ４ 章  教 育 ・ 生

涯 学 習 ・ 文 化 ・ ス ポ ー ツ 」 の 内 容 を 基 本 と し 、 他 章 の 分 野 の 関 連 施 策

を 参 酌 し た 上 で 策 定 し た も の で す 。 ま た 、 教 育 行 政 に お け る 課 題 は 市

町 村 に よ り 様 々 で あ る こ と か ら 、 本 市 の 実 情 を し っ か り と 把 握 し 、 大

綱 に 反 映 さ せ る も の と し ま す 。  

  具 体 的 に は 、 幼 稚 園 ・ 認 定 こ ど も 園 ・ 保 育 園 等 を 通 じ た 幼 児 教 育 ・

保 育 の 充 実 、 児 童 の 総 合 的 な 放 課 後 対 策 、 ス ポ ー ツ ・ 文 化 ・ 芸 術 を 通

じ た 健 康 増 進 や 生 涯 学 習 、 教 育 施 設 の 老 朽 化 へ の 対 応 な ど の 一 般 的 な

教 育 施 策 の ほ か 、 本 市 独 自 の 取 組 で あ る 地 域 と の 連 帯 と 協 働 に よ る 学

校 づ く り や 、 外 国 語 の 学 習 を 始 め と し た 国 際 理 解 教 育 、 学 校 教 育 農 園

等 を 活 用 し た 体 験 学 習 な ど が 挙 げ ら れ ま す 。 こ の よ う な 教 育 施 策 全 般

の 方 針 に つ い て 、 大 局 的 な 視 点 か ら 位 置 付 け ま す 。  

ま た 、 本 市 で は こ れ ま で も 、 市 長 と 教 育 委 員 会 が 緊 密 に 連 携 を 図 っ

て 教 育 行 政 を 進 め て ま い り ま し た が 、 市 民 協 働 、 市 民 生 活 、 福 祉 ・ 健

康 、 都 市 整 備 、 観 光 な ど の 各 種 一 般 行 政 施 策 も 教 育 行 政 に 関 連 付 け て

捉 え る こ と で 、 よ り 多 角 的 な 視 点 か ら 策 定 す る も の で す 。  
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２  位 置 付 け  

  大 綱 は 、基 本 構 想 の 教 育 分 野 に 係 る 基 本 方 針 や 施 策 の 方 向 を 踏 ま え 、

こ れ ら を 実 現 す る た め の 基 本 理 念 等 を 定 め る た め に 策 定 す る も の で す 。 

ま た 、 新 座 市 生 涯 学 習 推 進 計 画 な ど の 教 育 に 関 す る 各 種 行 政 計 画 や

毎 年 度 新 座 市 総 合 教 育 会 議 で 策 定 す る 新 座 市 教 育 行 政 推 進 施 策 に つ い

て は 、 基 本 構 想 や 大 綱 の 内 容 を 具 体 的 に 推 進 す る た め の 個 別 計 画 と し

て 位 置 付 け る も の と し ま す 。  

 

３  推 進 期 間  

  推 進 期 間 は 、 平 成 ２ ７ 年 度 か ら 令 和 ４ 年 度 ま で の ８ 年 間 と し ま す 。  

  た だ し 、 今 後 の 社 会 情 勢 の 変 化 等 を 踏 ま え 、 必 要 に 応 じ て 新 座 市 総

合 教 育 会 議 に お け る 調 整 ・ 協 議 を 経 て 見 直 し を 行 う も の と し ま す 。  

 

４  構 成  

  大 綱 は 、「 １  基 本 理 念 」、「 ２  基 本 目 標 」 に よ っ て 構 成 し ま す 。  

「 １  基 本 理 念 」 は 、 本 市 が 目 指 す べ き 教 育 、 生 涯 学 習 、 生 涯 ス ポ ー

ツ 、 学 術 及 び 文 化 の 最 も 基 本 的 な 理 念 を 示 し た も の で す 。  

「 ２  基 本 目 標 」 は 、 基 本 理 念 の 実 現 の た め に 本 市 が 目 指 す べ き 目

標 を 五 つ の 視 点 か ら 示 し た も の で す 。  

な お 、「 ２  基 本 目 標 」に 掲 げ た 五 つ の 目 標 を 推 進 す る た め に 取 り 組

む 事 業 に つ い て は 、 新 座 市 総 合 教 育 会 議 に お い て 毎 年 度 定 め る 新 座 市

教 育 行 政 推 進 施 策 の 中 で 示 す も の と し ま す 。  
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新座市教育行政推進施策 

＜大綱の位置付け・構成イメージ図＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【 新  座  市  教  育  大  綱  】 

（平 成 27 年 度 ～令 和 ４年 度 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【教育に関する個別計画】  

 

 

 

 

 

 

 

 

基本理念  基本目標  

■第３次新座市生涯学習推進計画 

■ 新 座 市 文 化 芸 術 振 興 基 本 方 針 

■野火止用水・平林寺の文化的景

観保存計画  

■ 第 ３ 次 新 座 市 子 ど も 読 書 活 動

推進計画  等  

 

【第 ４次 新 座 市 基 本 構 想 総 合 振 興 計 画 】  

（平 成 ２３年 度 ～令 和 ２年 度 ）  

 

 

 

 

前期基本計画  

（ 平 成 ２ ３ 年 度 ～ 平 成 ２ ７ 年 度 ） 

後期基本計画  

（ 平 成 ２ ８ 年 度 ～ 令 和 ２ 年 度 ）  

 

【市 政 運 営 の 
基 本 方 針 】  

（令 和 ３年 度 ～ 
令 和 ４年 度 ）  
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第 ２ 章   新 座 市 が 目 指 す 教 育 に つ い て  

１  基 本 理 念  

 

 

 

 

 

 

少 子 高 齢 化 、 グ ロ ー バ ル 化 、 高 度 情 報 化 、 防 災 意 識 の 高 ま り な ど 、 社

会 を 取 り 巻 く 環 境 は 著 し く 変 化 し 、 人 々 の 価 値 観 の 多 様 化 も 進 ん で い ま

す 。  

そ の よ う な 中 、幸 せ で 充 実 し た 人 生 を 送 る た め に は 、“ 豊 か な 心 ”を 養

い 、 自 ら の 価 値 観 を し っ か り 持 ち 、 多 種 多 様 な 考 え が 存 在 す る 社 会 の 中

で も 自 分 を 見 失 わ ず 、 自 分 ら し く 生 き て い く こ と が 大 切 で す 。  

生 命 を 尊 重 す る 心 や 自 然 の 美 し さ に 感 動 す る 心 、 相 手 の 立 場 に 立 っ て

考 え る 思 い や り の 心 、 物 事 に 興 味 ・ 関 心 を 持 つ 心 、 郷 土 へ の 愛 着 心 と 

い っ た “ 豊 か な 心 ” は 、 家 庭 生 活 や 学 校 教 育 の ほ か 、 様 々 な 人 と の 交 流

や 、 自 然 ・ 歴 史 ・ 文 化 ・ 芸 術 等 を 通 じ た 多 く の 体 験 の 中 で 培 わ れ て い く

も の で す 。  

新 座 市 は 、 埼 玉 県 の 最 南 端 に 位 置 し 、 通 勤 通 学 に 便 利 で 都 市 機 能 が 高

い と い う 特 長 を 有 す る 一 方 、 平 林 寺 、 野 火 止 用 水 に 代 表 さ れ る 数 多 く の

歴 史 的 文 化 資 産 な ど が 今 も 大 切 に 継 承 さ れ て い る ほ か 、 武 蔵 野 の 雑 木 林

や 妙 音 沢 な ど の 自 然 環 境 に も 恵 ま れ た 緑 豊 か な ま ち で す 。  

ま た 、 新 座 市 で は 、 町 内 会 や ボ ラ ン テ ィ ア 団 体 を 始 め と し て 、 多 く の

市 民 の 皆 様 に よ る 連 帯 と 協 働 の ま ち づ く り が 進 め ら れ て お り 、 支 え 合 い

の 心 、 地 域 の ふ れ あ い の 輪 が 大 き く 広 が っ て い ま す 。 さ ら に 、 家 庭 と 地

域 が 一 体 と な っ て 子 ど も た ち を 見 守 り 育 て て い く と い う 、 市 民 意 識 の 高

い ま ち で も あ り ま す 。  

そ こ で 、 だ れ も が 自 分 ら し く 幸 せ な 人 生 を 送 る こ と が で き る よ う 、 恵

ま れ た 地 域 資 源 や 、 地 域 で 子 ど も た ち を 育 て て い く 意 識 が 高 い と い っ た

新 座 な ら で は の 強 み を 最 大 限 に 発 揮 し 、 家 庭 ・ 学 校 ・ 地 域 な ど の 様 々 な

場 面 で 、市 民 一 人 一 人 が 生 涯 に わ た っ て 学 び 、体 験 し 、交 流 す る こ と で 、

“ 豊 か な 心 ” を は ぐ く ん で い き ま す 。  

以 上 の よ う な 考 え の 下 、「 は ぐ く も う  豊 か な 心  ～ だ れ も が 自 分 ら し

く 幸 せ に 生 き る た め に ～ 」 を 大 綱 の 基 本 理 念 と し て 定 め ま す 。  

 

はぐくもう 豊かな心  

～だれもが自分らしく幸せに生きるために～  
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２  基 本 目 標  
 

目 標 １  家 庭 や 地 域 が 一 体 と な っ た 就 学 前 教 育 の 推 進  

子 ど も た ち が 心 身 と も に 健 や か に 成 長 で き る よ う 、 子 育 て に 関 す る 情

報 提 供 や 相 談 体 制 の 充 実 な ど 、 家 庭 に お け る 教 育 力 の 向 上 を 図 る た め の

機 会 や 支 援 の 充 実 を 図 り ま す 。  

ま た 、 幼 稚 園 ・ 認 定 こ ど も 園 ・ 保 育 園 等 と 小 学 校 と の 連 携 の 強 化 に 加

え 、 子 育 て 支 援 に 関 わ る 各 種 団 体 と の 連 帯 と 協 働 を 進 め 、 地 域 ぐ る み で

子 ど も た ち を 見 守 り 育 て て い き ま す 。  
 

目 標 ２  生 き る 力 の 育 成 と 質 の 高 い 学 校 教 育 の 推 進  

児 童 生 徒 一 人 一 人 が 夢 と 志 を 持 っ て 自 ら 未 来 を 切 り 拓 い て い け る よ

う 、「 生 き る 力 」 を 支 え る 豊 か な 心 ・ 健 や か な 体 ・ 確 か な 学 力 を バ ラ ン ス

よ く 身 に 付 け ら れ る 教 育 を 推 進 し ま す 。 さ ら に 、 個 に 応 じ た き め 細 か な

指 導 の 充 実 や 、 将 来 の 夢 や 職 業 に つ い て 考 え る 教 育 の 実 施 な ど 、 一 人 一

人 の 個 性 ・ 能 力 を 伸 ば す 質 の 高 い 教 育 を 推 進 し ま す 。  

ま た 、学 校 教 育 農 園 な ど 地 域 の 豊 か な 自 然 環 境 を い か し た 体 験 学 習 や 、

国 際 理 解 教 育 の 更 な る 充 実 、 Ｉ Ｃ Ｔ を 有 効 活 用 し た 学 習 の 実 現 な ど 、 本

市 独 自 の 特 色 あ る 学 校 教 育 を 推 進 し ま す 。  
 

目 標 ３  心 豊 か で 健 全 な 青 少 年 の 育 成 の 推 進  

次 世 代 を 担 う 青 少 年 が 、 心 豊 か で 健 全 に 成 長 し て い け る よ う 、 地 域 に

お け る ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 、 交 流 活 動 等 の 機 会 の 拡 充 や 、 公 共 施 設 を 活 用

し た 子 ど も た ち の 放 課 後 ・ 週 末 の 活 動 の 充 実 な ど 、 青 少 年 が 主 体 的 に 活

動 で き る 居 場 所 づ く り に 地 域 ぐ る み で 取 り 組 み ま す 。  
 

目標４ 生涯学習・スポーツ・文化芸術活動の充実と地域の歴史・伝統・文化の継承  

子 ど も か ら 高 齢 者 ま で 、 だ れ も が 生 涯 に わ た り 健 康 で 心 豊 か な 充 実 し

た 生 活 を 送 る こ と が で き る よ う 、 生 涯 学 習 講 座 の 充 実 や 地 域 活 動 へ の 支

援 な ど 、 市 民 の 生 涯 学 習 ・ ス ポ ー ツ ・ 文 化 芸 術 活 動 の 充 実 を 図 り ま す 。  

ま た 、 文 化 祭 の 開 催 や 野 火 止 用 水 の 保 全 活 動 な ど を 通 じ て 、 地 域 の 歴

史 ・ 伝 統 ・ 文 化 を 継 承 し 、 「 ふ る さ と 新 座 」 に 対 す る 郷 土 愛 を は ぐ く み

ま す 。  
 

目 標 ５  教 育 施 設 の 整 備 ・ 充 実 の 推 進  

児 童 生 徒 が 安 全 に 、 安 心 し て 、 明 る く の び の び と 学 校 生 活 を 送 る こ と

が で き る よ う 、 学 校 施 設 の 整 備 ・ 充 実 を 図 り ま す 。 ま た 、 学 校 施 設 の 有

効 活 用 を 図 る た め 、 教 室 や 体 育 館 な ど の 更 な る 開 放 を 進 め ま す 。  

さ ら に 、 地 域 の 社 会 教 育 の 場 で あ る 公 民 館 ・ コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー な

ど の 施 設 の 整 備 ・ 充 実 を 図 り ま す 。   


